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AbstFact

DetectingthedamagetothefoundationsembeddedinsoillayersisratherdifFICultwhen

compared､～iththedetectionofthedamagetothesuperstructures.Therefore.thisstudydeve一opsa

damage-detectorde＼'ieeulilizlngthepleZOelectriematerialsforthedetection.Inthisstudy.theeffectof

thisdeviceuponthestructuralmemberisverifiedbyuslngFiniteElementTechnique.Theresultsnfthe

analysesshowthaHheexistenceofthedeviceinthestructuralmemberhaslittleeffectuponthestreneth

andtheductilityofthestructuralmember.
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1.研究目的

地上構造物を支える基礎構造物の維持管理

において､基礎部材の損傷の有無や状態を把

握することは､それ自身が地中に存在するた

め困難である､､これまで本研究では､新設構

造物を対象に､Fj-:.竃材料を利用した損傷検知

朋デバイス(ljJ;_電デバイス)を独自に開発し､

その機能性に関して実験的研究を行い､有効

は､そうしたデバイスの存在が部材の強度や

変形性能に及ぼす影響を評価する必要がある｡

本研究では､有限要素法によりRC梁の供試

*〒33818570さいたまrlJ'桜r*.下人久保 255
電話 :048185813560FAX:048-858･3560

Entail:saity@posl.sailama-u.ac.Jp

体を 3次元作成し､供試体内部に圧電デバイ

スを埋め込み､コンクリー トの強度と変形性

能について解析的評価を実施 したL,デバイス

畏はO.30m固定でデバイス量は実務的な標準

量から3段階で増加させる方法を採用した｡

2.研究成果

本解析は非線形解析であり､載荷方法は一

方向載荷であるO本解析から､デバイス量の

違いによって著 しい強度変化や変形性能の違

いは見られなかった｡その理由は､デバイス

の供試体に対する空間占有率は非常に小さく､

デバイスによる局所的な強度低下は､周辺コ

ンクリー トによって再分担され､その変化は

重視できる範囲に収拾されるためである｡
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